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日本産タマムシ科概説 (10)

黒  沢

B. Tr ibe Agr ilini ナガタマムシ族
開節が細長く, とくに後 節は長い。後困節の第

1 節は細長く円筒状で, 次の3 節を合した長さと等
しいか, またはそれより長い。体は細長く, 一見し
て本族のもの 判る形をしているが, 中には短太で
一見ナカポソタマムシ類に似た形をしたものもある。
ただ l 属を含むだけであるが, 極めて種類が多い。

29. Genus A、eri l us Cur t is, 1825 ナガタマム
シ属
全世界に約3,500種が記載され, 更に続々 新種が記
載されているので, その数は恐らく は近い将来に
5,000に達するであろう。 しかし, この属の種類の常
として, 地方による色彩や形態の変化が激しく , こ
れらの地方型がそれぞれ独立種になっている場合も
多く, また変化のない種類でも, A地ではa, B地
ではb , C地ではc と, それぞれ異つた命名をされ
ている場合も考えられるので, 実際の数はそれ程多
くはないと考えられるが, 余りに種類が多く . 模式
標本が広く分微しているのでその綜合的な判断は今
となっては下し様がない。 せめて一地域の完全な綜
説を作製しておく以外に方法がないであろう。
日本には既知種56極を産するが (沖細, 小笠原を
含む), この他にもかなりの数の種名未定の種類が
あるので, その数は80を超えるであろう。
この属の分額は前記の通り, 色彩や形態の変化が
数しい上に, 藤似した種類が多いので, 因難を極め
ているが, 雄の交尾器によるときには比較的楽に種
の判定が出来る (第8図)。また, 外部形態では,
前胸背板の側方にある内側隆線, 側隆線, および下側
隆線の形,  長さ,  その相互関係など (第9 図),1前
胸腹板の葉状部の形, 腹部末節端の形, 尾節板の経
隆線の有無, 超總の肩隆線の有無, その形状, 両複
限の位 . などは極の、同定にiIi要な役割を演じる。 し
かし, 多くの極類を含むこの属を幾つかの亜属に分
割する試みは, 一定した共通の特徴を求め難く , 外
部形態による限り不可能に近い。 例えばソ連の学者
(Semenov-Tianschansky, Stepanov など) のよ
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第8 図 ナガタマムシ の数 器
a . g''l l' Is sf' f川 c''Ms lewis ケヤキナ ガタマム シ
b. A. to,,11'est 'υI s Lewis ウグイスナガタマムシ
c. A. cya' tee'1igl'r E. Saunders クロナガタマムシ
d. A ti'0tahs Le、、・is ホソアシナカ'タマムシ
e. A s - aft s yoke:ya,nai Igaアカパナガタマムシ
f. A. st‘corot'i sat iciυ.era Y. Kurosawaヤナギナガタ

マムシ

g. A. fortuM llts Lewis コ ガネナ ガタマム シ
h. A. narco i)c fi t, lmi Y. Kurosawa アオナガタマムシ
i A scsi)os I_owls シロテンナ ガタマム シ

j   A komarpki Obenberger クワナガタマムシ
(以. ト_ 同一拡大率)
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第9 図 ナガタマムシ 福ﾌ頭 M部 g
a. Agr i lus sPini Penn is Lewis ケヤキナ力' タマ ムシ

co. 複限, ph内側隆線. m. 側隆線, sm 下側降銀, ce,
肩隆線 ep翅線側片, gl 部, ac. 前基節高, me,
中基節商

b. A. alazon Lewis シラホ シナ力' タ ' ム シ

c . A. /or tmatus Lewis コカ'ネナ力'タマムシ
d . A sosPes Lewis シロテ ンナ力' タマムシ
e. A.  disca! is E. Saunders ヒシモ ンナ力' タマムシ
f . A.  tem Pest i - s Lew is ウグイスナ力' タマム シ
9. A. cyaneomger E. Saunders クロナ ガタマム シ

h. A. alesi sacch a r i Obenberger ア レス ミカ ンナ力'
タマム シ

1. A . tiOial‘'s Lew is ホソアシナ力'タ 、 ム シ

j . A. s ut, or eυi sal ic iυe r a Y . K ur osawa ヤナキ'ナ
力' タマ ムシ

k . A. j)i1osoυi ttatusE. Saunders シラケナガタマムシ
ー . A.  fr iebi Obenberger i ダクナ力'タマムシ

う;こ翅端の形で亜属を分けようとする試みもあるが,
これはソ連の様な分布の北辺部では種類も少なく,
その上熱帶的な顕著な種類がほとんどいない為で,
東洋熱帶の種類を見馴れた限には, その突出の状態
は一連の中間極が存在し, 翅端の形で分類しようと
する萬みは全く無意味であることが判るであろう。
一方, 交尾器の形状も図示した様に千差万別で, 系
統を求めるには余りに変化が多過ぎるが, その中
にただ一つ, ョ ー :,ッパから極束にまで分布する
angustulus 群に属する種類だけは左右不対称の特
異な交尾器を持っていて, ある程度他から区別する
ことが出来るが, これとても, 不対称の度合が千差
万別で, 亜属として分離するだけの重要さがない。
この群に属する種類は, 対馬の1asioh‘s Obenbe「一
gerと1tj美大島のamamioshimanus Y. Ku「oSOWa
の2 種があるが,  日本本土には全く産しない。
一世代約1 年ないし2 年を要するが, 余り長い種
類はないであろう。 幼虫は主として枯死後間もない
枝幹, 時には幹や小枝の樹皮下を食害する。 また生
木の形成層部分を食害し, 甚しい時には加害樹を枯
死させる書虫も少なくない。日本では温州ミカンに
加害するミカンナガタマムシが有名であるが, 朝鮮
にはリンゴ;こ害する A mai l MatSumu「a  リンゴ

ナガタマムシがあり, ヨーロッパにはバラに加害す
るA aurichalceus Redtenbacherの様な種類もあ
る。後者はバラ苗について北アメリカに輸入され土
着している。. また, ョー ロツパから中央アジアにか
けての乾操地にはオトギリソウ科やキク科の草本の
茎に食い入る種類も多い。 日本産の種類のうち, 加
害植物の判明 している種類は少ないが, その中には
革本植物を食べるものはない。 或は今後草本を食べ
る種類が発見される可能性がないわけでもない。 し
かし, 裸子植物や禾本科植物に加害する1種i類はこの
属の中に発見されることはないであろう。
成虫の発生期は主として春から夏にかけてで, 若
葉の上に発見される場合が多いが, 新しい粘枝など
にもよく飛来する。直射日光を浴び活発に行動する
のでなかなか採集に因難する。 加書樹中の期室中で
前年の秋に成虫になっていて, そのまま越冬して,
翌春外界に脱出するものが多いが, 中にはヒシモン
ナガタマムシやホソアシナガタマムシの様に, 一度
外界に出てから再び樹皮下や石下にもく' り込んで越
冬する種類もある。
以下に日本から記録された種類について, アルフ
ァベット順に解説することにするが, 上記の通り,
これが日本産のこの属の全極類ではないことをお断
りしておく。

1. A acastus Kerremans, 1912 ツシマナガ

タマムシ分布: 日本 (対馬), 台湾。台湾から記載
された種類であるが, 日本では対馬だけに産し少な
い。対馬産は台湾産に較べ, 体色が明るく, 翅軸が
真輸色を帶び, 亜種 tsushimam‘s Y. Kurosawa,
1963 に属する。恐らく中国にも産するであろうが,
もしかすると, 本極はポルネォから記收され, スマ
トラ, フィリピン, 台湾などから記録のある A・
discicotl is H. Deyrol le, 1864 ツマグロナガタマム
シのシノニムかも知れない。

2.   A al azon Lewis, 1892 シラホシナガタマ

ムシ分布 : 日本 (本州, 四国, 九州, 対馬), 中国,
台湾。模式産地は熊本県湯山であるが, 稀ながら関
東地方でも採れる。本州, 四国, 九州のものは青緑
ないし緑青色であるが, 対馬産は青銅色を帶びる。
中国産は一様に銅色で, 亜極 1unl ingensis Oben-
bergerに, 台湾産は翅總後半が紫青色,  細長く,
白斑が小さく , jj1li無j ajax KerremanS, 1912 に属
する。幼虫はェノキにつく。近似種が2 種ある。

3. A alesi Obenberger アレスミカンナガタマ
ムシ分布 : 日本 (九州, 種子島, 屋久島), 琉球 (在
美大島, 沖組本島), 台湾。体長6~10mm, 翅鞘に
は白毛からなる顕著な波状や要状の斑紋があるが,
時に多少黄色を帶びることがある。 ごく最近までミ
ヵンナガタマムシ A a“ n'υe t n s E. Saunders
と混同されて来た種類であるが, 前胸背の側緑が円
味を帶び, 内側隆線の 曲が少,」: く, 前方でやや切
断された様になりその先は不明瞭, 翅報の斑紋は細
小, 白色でより鮮明 ( ミカンナガタマムシに比較し
て) などの点で異る。私が北隆館の日本 虫図鑑や
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原色.l l虫大図鑑II でミ カンナガタマムシと して図示
したものは共に本種の誤りで, 真のミカンナガタマ
ムシはまだ図示されたことがない。 九州では両種が
混産するが, どちらかと云うと本種は南方に多く,
鹿児島産はほとんど本極, 北九州産はほとんどミカ
ンナガタマムシであるが, 福岡県産の本種や鹿児島
産のミカンナガタマムシも検している。大串電一氏
のミカンナガタマムシの報告を見ると, その発生は
6 月と8 月下旬の2 回のピークがあると云うが, 前
者は真のミカンナガタマムシ, 後者は本種ではない
かと思っている。

原産地は沖組本島で, 全体銅色がかった唐金色を
帶びる。奄美大島産は頭胸部だけが店金色で, は

黒色でかすかに銅紫色を帯びる。亜種名は saccha-
ri Obenberger, 1940 を当てるのがょぃと思うが,
模式標本はOkinawa, 11. ix. 1919 産の9 であり,
原記 にも Okinawaになっている。私の知る限り,
沖細産はすべて原型ばかりで, この型は 美大島に
限られるので, これは 美を沖總に含めてOkinawa
としたもので, 沖縄本島ではないと思う。 九州本土
や屋久島, 種子島のものは, 前胸背がやや青緑色を
帶びる以外に 美大島産のものと大差がない。 従っ
て, sacchari を亜種名に用い,  新亜種名を用意す
る必要はないと思う。台湾産は九州産によく似てぃ
るが, まだよく検討していない。中国産の確実な標
本は検したことがないが, 北ベトナムから記戦され
た A. tonkineus Kerremans, l895 や北インドか
ら記 された A ambigueuus Kerremans, l903
などは恐らく本ifiの地方型ではないかと考えられる。

4. A ama,moshimanus Y. Kurosawa, 1963
オオシマナガタマムシ分布 : 琉球 ( Ill美大島)。体
長4 mm内外の小形極。 唐金色, 翅華自はほとんど全
面短毛で われる。 雄交尾器はわずかではあるが,
明らかに不対称。日本本土からは, 対馬のヒメクロ
ナガタマムシ A.1asiotus Obenberger, 1935 以外
に不対称の交尾器を持った極類は知られていない。

5. A asahinai Y. Kurosawa, l956 アサヒ ナ
ルリ ナガタ マム シ 分布 : t華太- 日本(本州)。体長
8 mm内外。 全体青藍色で, 体下は1;n色を帶びる。
樺太白律産l 6 , 小沼産19 に基いて記載した種類で,
本州産のツヤナガタマムシ A. cupes Lewis, 1892
ヨ ー ロッパの A. pseudocyanet‘s Kiesenwtter,

1857などに似ているが, 内側隆線を全く欠き, 下側
隆線も弱く , 前後で側隆線に合しない点で区別でき
る。 本州産は体型が多少異り, 前胸背の側緑の膨出
が強く, 亜極 pset‘dorotundicouis Y. Kurosawa,
1956 と云う。 模式標本の産地は京都市芹生であるが,
他に岐車県美濃市 原で採れた1  を検しただけ
ある。 なお, 本極はウラジオストックから記載され
た A.cockere11i Fisher,  1925 と同一種であるか
も知れない。

6. A asiaticus Kerremans, 1898 オオウグイ
スナガタマムシ分布 : 日本 (本州, 九州, 対馬), 朝
鮮, 満洲, ウッスリ一。体長8mm内外, 内側隆線

は強く 'f曲し, は両側部を除き一様に短い銀灰
色毛でおおわれる。 5 , 6 月 に現れ, ナラ , クヌ
ギ類の葉上や伐木に来る。 西日本の極類で, 私の知
る限りでは, 東限は長野県伊那谷。近設地方北部か
ら中国地方にかけては各地に産し, 九州では北九州
と祖母山に産する。四国の産否は不明。対馬には普
通。原産地は「満洲」 であるが, 詳しい産地は不明,
私が以前用いた A. planefasciatus Obenberger,
1936 は異名。 Obenbergerはホソアシナガタマムシ
A. tiOiah's Lewis, 1892の大陸亜種 n'nada i Fi -
sher, 1925を asiaticus と誤り, asiaticusに新名
を与えていた。 日本産は大陸産の原亜種とは前胸背
の構造其他で多少異り , 亜種 igai Y. Kurosawa,
1963に属する。

7. A aa n'υe tn's E. Saunders, 1873 ミ カン

ナガタマムシ 分布: 日本 (本州, 九州),  中国。
体長6 ~10mm。 上記の通り, アレスミカンナガタ
マムシと混同されて来たもので, 後者に較べて前胸
背のl幅が広くやや平たく, 側縁の膨出は弱く , 側隆
線の弯曲が強く, 先方は中央で強く波曲し, 翅報の
斑紋は暗く, 毛色は黄色を帶びる点で区別される。
原産地は単に Japan となっているだけであるが,
G. Lewisの第1 回目の採集品であるから, 長崎で
あることにほぼ間違いない。  ミカン類の大害虫で,
北九州に多く , 本州 (索良県, 和歌山県, 三重県)
にも産するが, 四国からは本極もァレスミカンナガ
タマムシも共にはっきりした記録がない。 中国から
の記録はアレスミカンナガタマムシと北インド'から
ビルマを経てインドシナ半島にかけて分布する, や
はりミカン類の害虫である , ハイイロミ カンナガタ
マムシ A gnsator Kerremans, 1893 の3 種を混
同しているようで, 再検討を要する。 しかし, 私は
0benbergerの標本の中に香港産のaur it,entrisを
検することができた。 Obenberger がシンガポール
から記録した aur itlentris は,  実物を調べたら,
g n sato r の誤であった。  フイリッピンからモルッ
カ諸島にかけては,  よく似ていて短太のミナミミカ
ンナガタマムシ A. o m'pitah's Eschscholtz, 1829
が分布し, サイパン島, オーストラリア, ジャワ,
シンガポールなどにも侵入し,  ミカン類の大害虫に
なっている。 台湾からも記録されたが, その真否は
わからない。 また, 八重山諸島には近似の別極'がい
る (未記較)。 以上5 極'は近似した斑紋をしていて,
八重山のものを除いた4 極が全部ミカン類の大害虫
である点は興味深い。

8. A auroapical is Y. Kurosawa, 1957 ッ マ

キナガタマムシ分布 : 琉球(八重山), 台湾, 中国。
体長6 mm内外 (原記載に l2.0mmとなっているの
は誤り),  全体やや赤紫色を帶びた1fl色で, 翅端は
店金色または金色, 翅軸には白毛からなる雲状斑が
ある。台湾のNanjin山産の標本に基づいて記載し
たものであるが, 八重山諸島産の標本を数頭検した
また, 番港産の標本も検したので, 中国および北~、
トナムから記載された種類に該当するものがないか
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と思い調べたが, 今の所それら しい種類はない。
9. A. auropictus Kerremans, 1912 キンモン

ナガタマムシ 分布 : 日本(九州, 種子島, 屋久島).
琉球 (奄美, 沖組, 八重山各諸島), 台湾。体長7~
10mm, 翅總の斑数は新鮮なものは 金色,  古いも
のは程色して白つぼくなる。 私は佐多岬の標本に基
づいて, 原亜種(台湾)に較べて, 明色で斑被が強く
金色である点で, 亜種 kanohi Y. Kurosawa,1954
を区別したが, 本種は明らかに海流によって台湾か
ら琉球の島づたいに分布を北上させた種類で, 日本
のものを別亜種として区利する必要はない。 台湾に
は酷似しているが, 内側隆線の弯曲が異る別種タイ
ワンナガタマムシ A fonnosa,lus Kerremans,
l912がいる。 この他近似極が数極台湾にいるが, 日
本には本極ただ1 種だけである。

10. A.bomnensis Y. Kurosawa,1963 オガサワ
ラナガタマムシ 分布 : 小笠原諸島。体長5~9mn
全体銅色またはオリーブ色を帶びた唐金色, 翅 は

一様に細かい銀灰色毛でおおわれる。 小笠原諸島の
特産で, 父島と母島から知られている。 ムニンェノ
キにつくらしい。台湾と琉球にやはりェノキ類につ
く近似種がいる。
本種は故鹿野忠雄博士が日本生物地理学会の 「小
笠原諸島生物相」 (1930) の中で命名されたもので
あるが, 浅念ながら記載がなく , 私がl963年に鹿野
博士のコレクションに基づいて記載した。

台湾産コガネム シ覚書
野 村 鎮

1. Tror chinensis Boheman オオコブスジコガ
ネ (=T. obscurtts Waterhouse)
産地: Kenting (18. v.1973, 益本仁雄氏採集) ;

Horisha (三輸, l930)。
2. Tro,c opacotuberculatus Motschulsky
ヒメコプスジコガネ
産地 : Fenchiihu (25. vi.1973, 清山好美氏採集);
Horisha; Ar isan (三輸, 1930)。
共に三輸博上が l930 : Ins. Matsum.  IV,4 : 171
に記録しておられるが, 益本t二」lilt ・ 芝田太一両氏の
御好意によって確認することが出来たので報告する
次第である。尚, 三輸博士が T. chinensisとされ
たものは 「. pa gham'  Haa fではないかと考えられ
る。 また, 台湾産の近似種には T. oPacotubercu-
1atus Motsch.  の他に T formosanus Nomura
が産することが判った。  台湾の Tror にはこれら
4種の他にT. scaber (Linne) チビコプスジコガ
ネの記録 (Rokkir i ; Hokko) がある。
3. Cyphochius insulam‘s Moserオオシロコガネ
産地: Kosempo (H. Sauter) ; 不明 (芝田太一
氏所蔵)。
本種は39 共に白色で大型 (25~30 mm) である。

4. Cyphochilus cratacel‘s(Niijima et Kinoshita)
メ スジロコガネ

Lepidiota cratacea Niijima et Kinoshita,
l923 : 北大演習林研究報告,  II(2) :75 (9 )。
Cyphochitus msulant‘s (nee Moser), Niij ima

& Kinoshita, l927 : l.c. IV : 16.
C. inst‘1anus var. miωal:Nakabayashi, 1939 :
関西 虫学会々報, 8 : 139 ( -o ).
シロコガネという和名で,  9 が白色,  o が 褐色

の 毛でおおわれたものに, 1927年以来C. insula-
m‘sなる学名が使わ,れていたが, この学名のものは
前記 (3) に相当する別題である。 和名は近藤英夫氏

(1940 : 虫界 u (79) : 622) によった。
5.   PapeaM p加'f ipp加'ca Arrow オオクロマル

コガネ
Arrow, 1937 : Trans Ent. Soc. Lend. : 47.
Endrodi, 1969 : Ent. Arb. Mus. Frey : 445;

1971 : Pacif. Ins. XII(2) : 255.
産地 : Is. Lanyu (KoL-0sho) (30.v,1へ・2.vi 23

vi, 16~25. vil, 13. viii, 7.x).
筆者は 原 氏採集の1 ;5 を Heleronychus Pu-

nctotineatus l、airmaire として1970 : 虫学評論
XXI i : 71 に記録したが, その後芝田氏の御好意で
多くの標本を検した結果, 上記の種であることが判
ったので1lJ正する。
6. Pleuro,Iota n;gropubesce,ts Miksic ケプカ
ェグリコガネ Miksic,1971 : Bull. Sci. sect. A,
Yugosl. XXI : 208.
産地 : Rishan (21~ 23. vi l, 1968, 原 氏採集) ;
Taiheizan (Type : 9.vil,1933, 中条道 氏採:集)
者は1970: 虫学?ヤーn命XXii : 71 に Coi1odera

so,maculata Kraatz  として記録したが, Miksic
は上記の学名を与えた。 (桐明学国)
0奥秩父のフジコプヤハズカミキリ2 題

1.   新潟県弥 山産のコプヤハズカミキリがサザ
ンカ生葉を後食した,ーとは既に報告した (甲虫ニュ
スNo.14) が, フジコプヤハズカミキリも生一vに'を
後食したので記しておく。

1972年7 月9 日, 中臣 太郎氏が埼玉県三峰山に
おいてフジコプヤハズカミキリ1 6 を採集, 生かし
たまま持ち帰ったところ, 三峰山より採取したサク
ラの l 種の若集を好んで後食した。 さらにサザンカ
生葉も与えたところ, やはり好んで後食した。 自然
状態で生葉をどの程度に後食するかは判らないが,
与えればかfcりの種類の生葉を後食するものと思わ
れる。なお, 本種を慮与下さり,  日 から御性:話に
なっている中臣氏に心から感謝申し上げる。

2.   奥秩父におけるフジコプヤハズカミキリの採
集場所は, 者の知り得る範囲では三峰山・ 雲取山
・ 柳沢It;1・ 大111産など関東側だったが, 長野県側の
採集例があるので報告する。

1 019, 16. Vi. 1972, 長野県南佐久部川上村
持:・山~西沢~甲武信岳, 久保田修採集。本極を恵与
下さり, 発表を許された久保田氏に心から御礼申し
上げる。 (横浜市金沢区, 高桑正敏)
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日本産 Pidonia 属の覚書 (、1 )
窪 木 幹 夫

Pzdoma 属 ( カミキリムシ科) は全北区の温帶地
域に帯状に約50種が分布している。 1968年からl97
年にかけて,  大阪城南女子短大教授林匡夫博士は
「Pfdoma 属の総 .的研究」 (短大紀要) において,
世界的視野のもとに Pidonla 属をまとめたが, そ
の中で日本産本属を27極11亜極に整理された。 博士
は特に四国産種については詳細な調査をなされ, そ
の立体的な分布を明らかにしている。 しかしながら
東日本や九州についての調査は必ずしも十分とは思
われず, これを英付けるかの様に1971年には新潟県
苗場山から P hayashii Koike, 翌1972 年には解
岡県富士山から P fuj i◆sana Obika et Kusamaが
記較された。

:'終者は1968年から全国的範囲で本属に関する分布
及び生態的調査を行い, また全国各地の同好者の厚
;f、lこよって多くの標本を検-、iする機会を得たのでこ
れらのデータを逐次本 上で報告して行きたい。 し
かしながら本属に含まれる各極の分類学的位置付け
に関する意見は研究者によって異なる場合も一S◆,想さ
れるので, 本覚 では原則として前述の林 (1968,
1969) に従うことにするが, 意見の相速がある場合
にはM_者独自の見解も述べて行きたい。  最近はカミ
キリムシの採集が極めて盛んで, 各地に同好者が增
えている。 しかし本属の極は個体変異や地方変異が
著しく , また色彩, 班紋, 形態等が極めて類似して
いるため明確な同定がされないまま無為に標本が-蓄
載される傾向がある。 この様.f: ll:態を解消するため
にもこの覚 が同定の際の参考になれば幸一些である。
なお, 筆者は本属を従来の平画的分布からばかり
でなく, 実際に生息している環境を重視し, より緻
な分布及び生態的調査を実施し, その結果を分類
の一手段と して導入し今後本属のill:検,i、l を行いたい
と考えている。 従って一つ一つの報告は断J1- 的なも
のではあるが,  これを基;こ最終的には統一のあるも
のにして行く;子定なので標 本の同定に関する意見や,
分布, 生態等の知見があったら御教,;-J-願いたい。

o北八ケ岳の P idonia属の記録
調査年月日 1972年 7 月16~ l7 日
調査コース 16 日 : 稲子1場 (1500m) -・ミドリ池

(2050m) :;=本沢温泉 (2100m). ' ?沢峠 (2500m).
17日 : ミ ドリ池一・, lコ山 ' (2430m) -・. ﾆ、百合平
渋ノ (1850m).  なお, 採集は筆者自身による
ものである。

1. P testacea (Matsushi ta) ニセフタオビノ
ミハナカミキリ, 213 0 , 79 9 ( l600-2300m).

2. P. .yok()yaniai Hayashi ョ コャマヒメ ハナ

カミキリ, 19 (2150m).
本種は本沢温泉 (標高2000m以上, 17. vii i959,

H. Yokoyama採集)の個体をタイプとして1968年
に記載された。今回の調査では l 9 が採集されたの
みで3 が採集されなかった為個体変異のrt]がっかめ

ず, この個体が真の .yokoyamaiであるとの断言は
出来ない。 しかも採集個体は若干黒化している事を
除けば, 長野, 新潟, 群馬県境附近の高地から採集
される種 (種名未確定) に良く似ており今後の検討
が必要である。

なお, 本極の採集地点は上記の通りであるが, 標
高2000m附近は近年等高線に沿って広く伐採が行わ
れ, カラマツ移植による環境の変化が影響してか下
記の semiobscura とともに本種をも採集すること
が出来なかった。

3- P. semiobscura (Pie) ホソ ガタヒ メ ハナ

カミキリ,  5 3 , 2 9 (1600-1900m).
4. P matsushitai Ohbayashi マツ シタ ヒメ

ハナカミキリ, 100 3 ,19 (1600-2000m).
5. P mutata pa11ida Ohbayashi et Hayashi
ヒメハナカミキリ , l (2100m) .

本亜極は中部山岳の高地帶に広く分布しているが
ここでも標高2100 m附近から採集された。 原記載に
よれば;5 の第 l 及び第2 腹節は黑色であるが, 採集
された3 は黄褐色であった。 しかしこの黒色部は南
アルプス高地帶産の多数の mutataを検討した結果
(詳細は後日発表したい),  著しい変異があり不安
定な形質と思われる。

6. P d i scoidal is P ic キペリクロヒメハナカ
ミキリ, 16 ,2 9 (1600m).
本種には3 亜種が知られ, また近縁の別種である

P muneaka (Tamanuki) も3 亜種が知られている
(林,  l969)。  両種は各地域ごとに形態及び斑故が
非常に良く似ており同定しにくいグループである。
従って他のグループにおけるより以上の細密な検討
が必要と考えられ, その結果では種段階における新
たな整理が必要になる可能性がある。 本種の分布地
は巨視的にみて西日本では垂直的に, 東日本では平
面的に違いが認められる。 なお1968年林司士は稲子
j?から discoidalis var. yatsugatakensisを記載
しているが, これはo の小 置末端節の先端が鋭く
尖っている点で typical6 とは異なっている。今回
採集された3 のそれは丸く , typical6 と一致してお
り , また の翅總の黄褐色紋のrtfは広く , 前胸は;6
9 とも赤褐色を呈するなど伊i i半島や月一沢山に分布
するmuneaka amagisana Hayashiに極めて良く
似ている。

7. P graltatr ix (Bates) オオヒメハナカミキ
リ, 3 -o 3 ,1 (1600-1900m) .

8. P macu l i thorax Pic カクムネヒメハナカ

ミキリ, 10ô ;5,49 9 (1900-2300m).
9.   P. o.yamae (0yama)  オヤマヒメハナカミ
キリ, 16 (2100m).

10. P debilis (Kraatz) チャイロヒメハナカ
ミキリ , 36 3 ,1 (1900-2300m).
なお, 上‘記10種の揉集総個体数は74頭であったが,
それらの性比はo74%,  926%で, 最大の優占種は
全体の38%を占めた testaceaであった。

(東京農大)
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オオヨツパコガネの雄の記録
野村 鎮・ 小林裕和

オオョツバコガネ Parastasia oberthuri ishiga-
kianaは, 著者の1 人野村によってl964年に, 先島
諸島石垣島よりの1 個体の雌に基づきTonkinに産
する P. oberthu r i Ohaus の亜種として記載され
た。 その後, 長い間本統が採集されたという報告は
なく, 雄は依然として未知のままであった。最近一筆
者等は, 石垣島オモト岳の4 3 , 台湾速花池の l
を調査することが出来たので簡単な記載をすると
ともに, 雄交尾器をも図不することとした。
なお, 標本についてお世話になった, 窪木幹夫,
益本仁雄, 岡島秀治, 田太一, 山口就平の語氏に
厚くお礼申し上げる。

P arastasia oberthur i ish igakiana Non ura
左: 雌 (Holotype), 右: 雄

( lat) 体長 : 16mm 体細 : 9mm
頭部 : 限は小さく , 柄は両限間7)幅の; ,より狭い。
両限間には, 2 簡所の小さな平滑な部分がある.

前胸背 : fn色で, 4個の円い赤 色紋を有する。点
刻は細かく , 散在し, 側緑部では強く密であるc
中央には点刻を欠く滑らかな縦線を有する。

尾節板 : 「n色で, 側縁中央付近は大きく凹む。
脚 : 前鐇節は3 外歯を有し, 第1 歯は多少1願広で,
先端は鏡く尖らなぃ。 中後脚の外側の爪は, 二
叉せず基部% でごく わずかに突出する。

(雄) 体長 : 15.5~16.0mm 体l願 : 8.5mm
頭部 : 眼は大きく , 突出し柄は両限間の?商の%より明
らかに広い。両限間には,明瞭な平滑部分がない。

前胸背 : 種色で縁はlf'色に縁どられ, 前緑と後緑の
中央付近では, 幾分幅広い。点刻は細かく , Ilk
在し, 前・ 後縁部においては, いっそう徴細と
なる。

尾節板 : 前胸背と同色で, 側縁中央付近ではほとん
ど凹まない。

脚 : 前脛節は3 外歯を有し, 第1 歯は◆Eiが狭く, 先
端は鋭く尖る。中後脚の外側の爪は, 大きな三
角形をした内歯を有する。

産地 : オモト岳, 石 島 (1 9 , l5. vil. 1963, 浜裕
夫採集 (Holotype),  1 ;s, 15. vi. 1972, 窪木
幹夫採集. 23 0 , 24.  vi. l972.  岡島秀治採
集 16 , 20. vi.1973, 山口就平採集) : 速花池,
台湾 (16, 15. vi.1973, 横山創採集).

Ohausはl925年 (Deut. Ent. Zeit. p 81) に原種
の雄交尾器を図示している (Fig. 1,2) が, この図
と比較して, 石垣島産のものは, 亜極としての取扱
いが適当であろうと考えられる。 台湾産の1 6 につ
いては, 離交尾器に多少の差異がみられるものの,
その他の外部形態については, 詳細に比較検討した
結果, 明瞭なる区別点が見い出せなかった。 その結
果, 現段階においては, これも石垣島産の P・ober-
thur i ishigakianaと同一の亜種として取り扱うこ
と と した。 .
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雄交尾器一図 1,2. Parastasia oberthun
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図3,4. P. ceorl加n' is加'gai iam Nomura
(2,3 は背面図, 1,4 は側面図)

なお, 加藤正世が分類原色日本.El虫図鑑第8 巻で
図示しているムネァカパラスタ ジアコガネ ( Pa-
rastasia sp ) も本種の雄個体であろうと思われる。

(野村, 国立市 : 小林, 束京農大)
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0ヒラタヒサゴコメツキ千島に産する
ヒラタヒサゴコメツキAscoh'ceorl‘s (COhOaSCe-

rus) samtilis (Lewis,1894) は, 九州からは高倉
(1959 : 北九州の111.虫, 6(1) :3) による英彦山にお
ける記録があるのみであるが, 本州の中部以北から
北海道までは数多くの記録がある。 本種は体長の変
異があって, 小型のは6 mmくらいで, 大型のは10
mmくらいもあるが, 近似種とは触角の第1節が扁平
状をしていることによって容易に識別できる。幼虫
は河原の砂陳中や石下にいて, 食肉性のようである。
今度, 者は千島列島のクナシリ島において,

1971年6 月30目に採集された1 雌個体を検すること
ができたので報告する。 採集者は不明であるが, こ
の個体は, ソ連の灘太・ 千島学術調査隊によって採
集された標本の一部で, '幸者のもとに送られてきた
ものつ中から見出したものである。

lcお. この地方にはもう 1 種別極がいて, それは今
度Gur jeva博士によって ypoh'thus hun'tom'sと
して命名されたようであるが, 筆者はそのPa「atyPe
標本 (?t個体) (.第1 図) を検したのみで,  原記載
にはまだ接していない。 これは, クナシリ島産で,
体長9 mm, 触角と脚は'n 色。 触角の第1 節は円
筒状をしている。 将来知床半島あたりで採集される

可能性もあるの
で, 参考までに
その全形を示し
ておく。
(愛知教育大学,
大平仁夫)

Hyj)ol ithus
“n'lens is
(Paratype)

0ハネカク シの集団死亡例
筆者の一人永井は1970年11月2 日に護摩堂山 (新
潟県西 原郡田上村) において, 岩の裂け日で死亡
しているハネカクシの多数の個体を発見した。 それ
らの%を取り出し検視した結果は, すべてネァカョ
ッメハネカクシ (Lesteυa plagiata Sharp) に該
当するもので, その個体数を調査したところ120頭
であった。 従って死亡集団の個体総数は300頭を越
えることは確実と考えられる。 これらの個体が発見
された岩の裂け目は南斜面の比較的水分の多い場所
で, 標高100mたらずの地点であった。
本種は通常, 河原や渓流際の石の下や落葉下から
採集されるが, 何故この様な時期及び場所で死亡集
団となって発見されたかについての正確な理由は不
明である。 しかし死亡集団が発見された場所も雨が
降れば雨水の流路となる様な場所なので, あるいは
その様な環境的要因が関係しているのかもしれない。
また集団越冬のために集って来た個体が, 何らかの
原因によって死亡したとの可能性もなくはないが,
本種が成虫で越冬する証拠が今の所存在せず,  4 月
初旬に採集される個体の多くが未成熟であることを
考え併せるとこの様な考えはむしろ否定的である。
いずれにしても従来ヨツメハネカクシ亜科に属する
極類に関しての生態的知見が極めて乏しいのでここ
に報a-し語 の参考に供する次第である。

(東京農大, 渡辺泰明・ 永井正樹)
0テツイロヒメカミキリの訪花
1973年6 月26 日の夜 0時頃, 自宅 (束京都品川)
の庭のテッポウュリを切りとったところ, 開花して
居た四簡の花のうち三簡にテッイロヒメカミキリ
4頭 ( 2 6 , 29 9 )が入つてぃた。いた処は全て
ュリの花筒の一番奥であった。 本極に花を訪れる性
質があるのかと思い, その後数夜, 百合は切ってし
まったので, 庭に残っていたインド'ハマユウの花を
見f回ったが, 一頭も見つけることが出来なかった。
又且つ一t:飼育したヒメカミキリが日中, 木の能のう
ろの中に入り込んで居たことから, 百合の花筒の奥
のせまい部分を虫がその様に使ったものかとも思い,
紙の筒 (円錘形のもの大, 小2 つ, 円筒形のもの1
っ) を糸で木に二簡所ほどlrii して見たが, これにも一
頭も入ることがなかった。 (東京都品川区, 木村欣二)
0鳥海山のオサムシ
鳥海ブルーラインが開通し, 五合目まで間もなく
車が入ると云う近頃, 山流のブナ林は急ピッチで伐
採が続き, .昆虫も急激に姿を消しつつある。 従って,
今までに確認出来た同山のオサムシを記録するのも,
あながち無意味ではないと思う。 なお, クロオサム
シとァキタクロナガオサムシはまだ採集出来ない。

ー一1
2

3
4'

5
6

7
8

9
0

一

1

種 名

ア オ カ タ ビロ オサム シ

クロカタ ビロオサムシ

エソ' カタ ビロオサムシ

セア カ オサム シ

アオオサムシ

ホソアカ ガネオサムシ

チ ョウ カイ ヒ メ クロオサムシ

ホ ソヒ メ ク ロオサムシ

コクロナガオサムシ

コアオマイ マイカ プリ

1958.v i. 1.
1971. v ii i.14
1973. v 27.
1971. v . 5.

1971. Vlf 31

状 態 標 高 備 考

路上

ブナの樹幹
路上
路肩越冬

石下
路上

50m
760m
50m

360m
400mまで

1000
1600m
580m

m

以後見ない
少ない
少ない

以後見ない
普通
普通
少ない
少ない
普通
普通

(山形県酒田市, 桜井俊一)

1採集月日 l



0マメクワガタを対馬から探集
我国におけるマメクワガタ Figtd t‘s ptmctatus

Waterhouseの分布地としては, 現在まで南九州・
屋久島・ トカラ中之島が知られており, 最近では伊
豆御統島からも記録されている (藤田, 1972)。
最、近'在者は友人, 植村好延氏が対F;iで採集された

1 個体を意与されたので, 同氏の御好意にこたえる
為下;llの通り記録する。

1 0 , 1972年7月 4 日, 有明山 (対Fli, 厳原) ,
植付好延, 採集, なお, この個体は樹液を話食中との
ことであった。 末 '11ながら標本を御.一 z与下さった
村好延氏にに深謝する。 (東京農大, 岡島秀治)

0アオオサムシの黒化型について
アオオサムシ Carab・l‘s (0homo1)torus) ins!di-

cotaの色彩変異はいろいろあり , 房総-ll-島商l ll付近
では, 紫色, 'n種l色, 'f'色などの型が見出されるが,
今回. 一、' コンオサムシ, C. (0.) yaconi 'tusによく
表.? る, 紺色を帶びた''R、色の型を発見したので報告
する。

1971年8 月13 目, 長野県鹿教1場温泉において,  8
頭中2 3 6 のこの顕著/':f色彩型が採集された (奥村,
多崎.  稲垣採集)。 最初は高率で出現すると思われ
たが, 1973年6 月3 ~11 日に採集した約400頭のア
オオサムシの中には, 黒化型はわずかに2 3 ;6 ,  1
だけであり , 少なぃもょうである。 いずれにして
も, アオオサムシの原亜 iの中に, 紺色がかった型
が出現しようとは, '19'・の様に恩えたので感激して報
告した。 (横浜市中区, 奥村 尚)

会 務 報 告
甲虫談話会が新たな組識のもとに新発足してから
既に6 年の歳月が流れたことになります。 この間,
本会設立の趣旨にのっとった活動が行われて参りま
したが, ここらでそれらの内容について報告するこ
とも, 本会の足跡を知る上にも必要なことと恩われ
ますので記録にとどめておく次第です。

O談話会: 新発足当初は甲虫に関する啓蒙および
措観交換を主体とする談話会が隔月に開確され, 会
員相互の知識の集積が図られました, しかし採集シ
フ、' ンと i表話会開f程目との調整や, 案内状発送の為
の,1ト務的煩雑さ, 更には財政的間1題等の事情が重な
って, ・ Kずしも当初の企画通りには開 fit '出来ません
でしたが, 今後は上述の'l it商'を路まえた上で, 年4
回 (2, 4,  9, 12の各月) の談話会を企画致して

昆虫の器具は 「志資昆虫」 へ
目本ではじめてできた有頭.fl虫11、! !

1 , 2 , 3, 4 , 5 'ii (各号100本 120円)
なお, 無頭針00号もできました。その他, 採集
標本整理用各極器具も取指えてあります。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 丁目7 - 6
電 話 03) 409 -6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129
志賀昆虫普及社
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おります。
0甲虫二ユース: 本認-は啓蒙的な解説記事及び速
報を目的とした短報を内容としたユニークな情報交
換誌としての役割を果してきましたが, 本誌で18号
を数えるまで生長しましたことは, ひとえに会員諸
氏の;fit意と協力の賜物と思われます。 内容的には今
後もこの姿 ill・を持続し, 確実に年4 回の発行を実行
して参りたいと存じますので活発な投稿を期待致し
ております。

0運営事務 : 時代の流れとともに世話人の身辺上
の事情の変化, 或は社会的現境の悪条件等が重なっ
て, 談話会の開催や甲虫ニュースの発行等に支障を
来たし, さらには会の事 処理等にも円滑さを欠い
た点があり, 多くの会員諸氏に御迷惑をお掛けした
ことについては深く御詫び申し上げます。 しかし今
後は渡辺 ﾒ一明 (束京長大昆虫学研究室) が一方の事
務的窓口となり, 従来の科学博物館の窓口とともに
他の幹事・も一体となって会務の処理に当ることにな
りましたので, 円滑な会迎営が行われるはずですの
で今後とも会員諸氏の協力を御願い申し上げます。

0会計報告 : 本会の会計に関しては, 従来世話人
会での説明のみで了承されて参りましたが, 今後は
年 の収支決算を 「ニュース」 上で報告致したいと
考えておりますので, 御1;h解いただきたいと存じま
す。 なお, 設立当初から今日までの収支決算は下記
の通りですので, 御了承願います。

収支i大算報告 (昭和48年12月31 日現在)
収 入 の 部 l 支 出 の 部

国nlバックナンバー (13~15/16ト,'
売 上 金 3'000ニュース郵送投 12,850
寄 附 金 30 000 例会通知郵便費 4,500

操 越 金 1,650
. /
口 計 96,500 合 計 96,500

甲虫酸話会

会費 (1 カ年) 1000円, 次号は6 月末発行予定,
投稿メ' 切は5 月20日。

発行人 .T-沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台東区上野公園

国立科学fia'物館動物研究部内
電 (364) 2311, 振醫 東京 60 664

タッミの昆虫採集器具

j
一 標本箱 木製大 ￥ M 合板

製インロー型標本:蘭中 'f l,400, 送料一和こつき
都内及び第一.fib l : 3簡以下￥750, 4 個以上￥650
(以下同様), 第2地帶 'f850, ￥650, 第3地帶
￥950. ￥750其他, 各概器具, 針などを製作販
売してます。 カタログを御i青求下さい。

タ  ツ ミ  製作所
〒 113 東,,、-都文東区湯島 2-21-25
電話 (03) 811 -4547
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